











































































乾 武俊 著  山本ひろ子・宮嶋隆輔 編
『乾 武俊選集　民俗と仮面の深層へ』
国書刊行会／2015年5月発行／386頁／5,400円（税別）
ISBN978-4-336-05897-3
目次の「詩人と〈被差別民衆〉」／「民俗仮面の深層へ」／「黒い翁—芸能の秘
密」／「付録　秘説・千利休」からの印象は「著者はどのようなフィールドを歩い
てきたのだろう」だった。乾武俊は 1921年和歌山に生まれ、教職とともに被差別
地域の民話や伝承の収集、調査を行なってきた。また、芸能論、詩作、仮面の収集、
記録映画の製作など活動はひろい。本書には初出が 1952年のものもあれば 2001
年もあり、著者が私家版でも問うてきた長い調査活動が浮上する。編者二人は和光大学での仮面展やい
くつかの祭り、フォーラムで乾とつながり、本書を編集した。道化役の黒い翁のごとく編者は乾のフィ
ールドを舞っている。編者を道連れに冒頭の聞き取りを主とした「被差別部落の民俗伝承（大阪）」を
読み進めていくと時を駆ける「翁」としての乾の姿も見えてくる。
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図書紹介
テッサ・モーリス‐スズキ 編 
ひとびとの精神史 第2巻『朝鮮の戦争─1950年代』
岩波書店／2015年8月発行／288頁／2,300円（税別）
ISBN978-4-00-028802-6
戦後復興からやがて経済成長の豊かさへと向かう日本社会が歩み始めた 1950年代。
占領が終了してもますますアメリカの東アジア戦略に組み込まれながら対米従属を
深めていく時代であった。この時代の政策方針を決定する場にあった人々ではなく、
むしろその波に翻弄されるような立場の庶民でありつつ、時代の文化をつくってい
った十数名の人々やグループの生き方をとおして、1950年代の精神史を論じた論
文集である。第Ⅰ部「冷戦下の兵站列島」では、当研究所所員の道場親信は、大田区に住み「下丸子文
化集団」で詩作を発表した江島寛の東アジアに広がる思索を論じる。第Ⅱ部「核の精神史」では、画家
の丸木位里・俊夫妻、広島の森瀧市郎、原水爆実験場となったマーシャル諸島の人々、原爆展を開催し
た京大同学会などをとおして、原水爆・原子力に対する 50年代の人々の向き合い方が論じられる。第
Ⅲ部「「豊かさ」へと向かう時代のなかで」では、詩人石原吉郎、力道山、愛媛女性史サークル、民衆
史運動の小池喜孝の生き方が論じられる。
津野海太郎 著
『百歳までの読書術』
本の雑誌社／2015年7月発行／270頁／1,700円（税別）
ISBN978-4-86011-274-5
この紹介を書いている筆者も 60歳代半ばを過ぎ、「終活」を急がねばならなくなっ
た。数年前に定年退職なさった津野先生も、体力・気力の衰えのため悠々自適の読
書三昧というわけにもいかず、「あきれるほどの迫力で……向こうからバンバン押し
よせてくる……本物の、それこそハンパじゃない老年」と向き合っていらっしゃる。
この本はそんな老年者がどんなふうに読書を楽しんでいるかを報告されたエッセイ
集である。いかにして所蔵の本を減らすか、そのための図書館の利用法から始まり、演劇や文芸の友人
知人たちの老年の迎え方、少年時代の読書経験を憶えているという老年者の特権的な読書のしかたなど
を語る。それにしても津野先生らしいのは、容赦なく迫ってくる老いを嘆いたり抵抗したりするのでは
なく、むしろこれだけは衰えない好奇心のかたまりのごとく自分の老いを材料に人体実験を楽しんでお
られるご様子だということである。筆者の場合「終活」を完了するまでに読める本の数はあと何冊だろ
うか。私も人体実験をはじめてみよう。
